
コンクリートの長寿命化に寄与する耐食技術
－下水道など排水処理施設を微生物腐食から守りますー

TSAシート

お問い合わせ：技術研究所　環境研究部（電話：029-858-8811　FAX：029-858-8819)

建設技術審査証明（下水道技術)取得
建設技術審査証明（下水道技術)取得



軸方向耐圧試験状況（ベトナムでの試験）

腐食個所から地下水や土砂が流入します。

道路陥没が発生します。腐食の影響が大きい施設は
・下水道施設⇒下水道管路、マンホールなど

硫黄酸化細菌

・商業ビル⇒ビルピット、排水処理施設

「コンクリートの硫酸劣化の原因となる硫黄酸化細菌や鉄酸化細菌の活動を抑制
  するために、予めコンクリート・モルタルへ添加する混和材料」です。

・建設技術審査証明（下水道技術）取得技術です。

・国土交通省下水道技術海外実証事業でベトナムハイフォン市の人孔に適用しました。

【公的認定】

・耐食性鉄筋コンクリート製品（日本下水道協会Ⅱ類認定資器材）です。

【実績】
・防菌コンクリート製品：20年以上の実績があり、毎年２千トン以上出荷しています。
・現場打ち生コンクリートなど：毎年200㎥以上打設されています。

【他の技術との比較】：内面塗装コンクリート製品と比較して

製造日数　　数通常の製品の製造期間で成型できます。（57％に短縮）
経 済 性　　製品コストが20～50%縮減されます。

耐 久 性　　コンクリート製品内部に防菌剤が均一に分布するので、
　　　　　　　クラックや傷などが生じても防食性能を持続できます。

ヒューム管

推進管

ＢＯＸカルバート

組立マンホール

補修前
補修後

1. 延長1,100ｍ、仕上がり内径∅3,000mｍの大規模下水道補修工事。
2. 新たに開発したスパイキーハンマー付き専用ハツリ機を使用し二次覆
　工の劣化したアーチ部を除去（ｔ= 20mm）
3. 硫黄酸化細菌による劣化を防ぐため、防菌剤混和モルタルでハツリ面
　を吹き付け、防食被履。

お問い合わせ：技術研究所　環境研究部（電話：029-858-8811　FAX：029-858-8819）



　スラスラ工法は、断面修復材の施工と同時に型枠を用いず、防食被覆層を形成するシートライニング 
工法（成形品後貼り型）です。
　既存コンクリート（マンホールなど）躯体内面の洗浄・劣化部除去等の処理を行い、1 ㎡当たり4,500個
を超える支持体を有する、厚さ2 ㎜の高密度ポリエチレン樹脂製シート（TSAシート）を微生物による腐
食を防ぐスーパー防菌剤を添加した耐硫酸性断面修復モルタルが硬化する前に差込み、一体化させるこ
とにより、高耐久性の防食被覆層を形成させます。

20㎜減肉試験体を破壊後、本工法で更生
したマンホール側塊の側方曲げ試験状況

耐荷性能：劣化を模擬（減厚・減鉄筋）し、本工法で更生した試験体の破壊試験により、
　耐荷力の回復・向上を確認しています。また、躯体の破壊後もシートはクラックに追従し
 （写真）、破断しないため、災害時でも構造物の機能（水密性）を維持できます。
耐硫酸性：シートを硫酸溶液に浸漬した促進試験を実施し、50年後でも耐硫酸性を有する
　ことを確認しています。
耐劣化性：車両走行（交通条件N7）を想定した疲労試験を実施し、50年以上にわたる耐劣
  化性を有することを確認しています。
耐震性能：コンクリート強度50％減、鉄筋量25％減におけるマンホールにおいても、レベ
  ル1 ・2地震動に対し、シートの引張特性と、モルタルの強度特性により耐震性能を有する
 ことを確認しています。
防食性能：専用モルタル材は断面修復用モルタル、TSAシートは耐有機酸性を含む、成形
　品後貼り型シートライニング工法の日本下水道事業団の防食品質規格を満足しています。

下水道管路施設
下水道施設

スラスラ工法で修繕した1 号マンホール試験体

シート差込み状況補修前

補修後

【硫酸劣化対策】

【塩害対策】水産施設 道路施設港湾施設

稚魚の健康保全にも有効

桟橋の補修
高架道路のエキスパンション

栽培漁業水槽

お問い合わせ：技術研究所　環境研究部（電話：029-858-8811　FAX：029-858-8819)




